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投資紛争仲裁
の概略

紛
争
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
。21
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
は
、資
源
価
格
の
高
騰
を
背
景
に
、ロ

シ
ア
、ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
の

国
々
で
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
再
興
し
、国

有
化
・
収
用
に
よ
る
投
資
紛
争
も
再
燃
し
て
い

る
。

投
資
紛
争
の
解
決
方
法

Ⅱ19
世
紀
に
は
、砲
艦
外
交（g

u
n

b
oat 

diplom
acy

）と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、投
資
家
の

母
国
が
投
資
受
入
国
の
湾
岸
に
砲
艦
を
並
べ

て
投
資
家
の
権
益
を
伸
長
・
擁
護
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。そ
の
後
、国
際
的
な
最
低
待
遇
基
準

（international m
inim

um
 standard of 

treatm
ent

）と
い
う
観
念
が
提
唱
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、投
資
家
が
投
資
受
入
国
の
違
法
行

為
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
、投
資
家

の
母
国
が
受
入
国
の
国
家
責
任
を
追
及
す
る

「
外
交
的
保
護（diplom

atic protection

）」が

国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。し
か

し
、外
交
的
保
護
権
は
、そ
の
行
使
を
投
資
家

が
望
ん
で
も
、母
国
の
政
治
・
外
交
上
の
配
慮

が
働
く
た
め
、そ
れ
が
行
使
さ
れ
る
保
証
は
な

く
、投
資
家
に
と
っ
て
必
ず
し
も
満
足
の
い
く

解
決
が
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

投
資
家
が
主
体
と
な
っ
て
権
利
主
張
す
る

方
法
に
は
裁
判
や
仲
裁
が
あ
る
。裁
判
は
、投

資
受
入
国
以
外
の
国
で
は
、国
際
裁
判
管
轄
が

国
際
投
資
法
は
、国
際
法
務
の
中
で
近
年
最

も
目
覚
ま
し
く
発
展
し
、さ
ま
ざ
ま
な
法
分
野

が
交
錯
す
る
領
域
で
あ
る
。投
資
条
約
の
起
草

と
解
釈
に
お
い
て
は
国
際
公
法
、投
資
契
約
の

起
草
と
解
釈
に
お
い
て
は
国
際
取
引
法
、仲
裁

廷
が
適
用
す
べ
き
準
拠
法
の
決
定
に
お
い
て

は
国
際
私
法
、仲
裁
手
続
の
分
析
に
お
い
て
は

仲
裁
法
が
関
連
し
、投
資
受
入
国
の
規
制
主
体

が
多
く
の
場
合
に
行
政
庁
で
あ
る
と
い
う
点

で
行
政
法
と
も
接
点
が
あ
る
。本
号
で
は
国
際

投
資
紛
争
仲
裁
の
概
略
を
説
明
し
、次
号
で
は

そ
の
課
題
を
鳥
瞰
す
る
。

投
資
紛
争
の
変
遷

Ⅰ第
二
次
大
戦
後
、独
立
を
獲
得
し
た
多
く
の

国
々
に
お
い
て
、社
会
主
義
政
策
が
推
進
さ
れ

た
り
、資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
勃
興
し
た
り

し
た
結
果
、旧
宗
主
国
企
業
な
ど
の
投
資
が
国

有
化
・
収
用
さ
れ
、投
資
紛
争
が
多
発
し
た
。し

か
し
、1
9
8
0
年
代
以
降
は
、新
自
由
主
義

経
済
思
想
の
影
響
が
強
ま
り
、経
済
の
牽
引
力

と
し
て
の
外
資
導
入
促
進
策
が
、先
進
国
・
途

上
国
の
別
を
問
わ
ず
、広
く
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。そ
の
結
果
、赤
裸
々
な
国
有
化
・
収

用
の
事
例
は
減
少
し
た
が
、生
命
・
健
康
・
人

権
・
環
境
な
ど
の
公
益
保
護
を
目
的
と
す
る
投

資
受
入
国
の
規
制
が
投
資
家
の
利
益
と
衝
突

す
る
事
例
が
増
加
し
、今
日
に
至
る
ま
で
投
資

高橋宏司

注1）	 Southern Pacific Properties v. Egypt（ICSID Case No. ARB/84/3）（1988年4月14日管轄判断） 16（1991） Y.B. Com. Arb. 16, para. 69では、当時
のエジプト法（1974年第43号法）の規定が仲裁付託条項であるとの仲裁判断がなされた。この判断の直後、エジプトは、投資家の一方的な仲裁申立
てによって仲裁合意が成立したことにならないよう、「紛争当事者は仲裁を合意することができる」という文言に法を改めた。
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が
な
け
れ
ば
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

投
資
家
と
受
入
国
の
間
に
投
資
契
約
が
あ

る
場
合
に
は
、契
約
の
中
に
仲
裁
合
意
が
入
れ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。ま
た
、受
入
国
の
外
資

の
導
入
・
規
制
に
関
す
る
国
内
法
令
の
中
に
、

投
資
紛
争
を
仲
裁
に
付
託
す
る
旨
の
条
項（
仲

裁
付
託
条
項
）が
入
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

仲
裁
付
託
条
項
は
、契
約
法
上
は
申
込
み
に
す

ぎ
な
い
が
、投
資
家
が
実
際
に
仲
裁
付
託
す
る

こ
と
に
よ
り
承
諾
し
た
こ
と
に
な
り
、仲
裁
合

意
と
し
て
完
結
す
る
。し
か
し
、投
資
受
入
国

は
、自
国
の
裁
判
所
に
お
い
て
投
資
紛
争
を
解

決
し
た
い
と
考
え
る
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、

投
資
契
約
や
受
入
国
国
内
法
令
に
仲
裁
合
意

や
仲
裁
付
託
条
項
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
多
く
な
い
注1）
。

実
際
の
投
資
仲
裁
事
例
の
ほ
と
ん
ど
は
、投

資
家
の
母
国
と
投
資
受
入
国
と
の
間
で
締
結

さ
れ
た
投
資
保
護
の
取
決
め
に
含
ま
れ
る
仲

裁
付
託
条
項
に
依
拠
し
て
い
る
。投
資
保
護
の

取
決
め
は
、北
米
自
由
貿
易
協
定（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
、1
9
9
4
年
発
効
）、エ
ネ
ル
ギ
ー
憲
章
条

約（
Ｅ
Ｃ
Ｔ
、1
9
9
8
年
発
効
）、中
米
自
由
貿

易
協
定（
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ

－

Ｒ
Ｄ
、2
0
0
6
年

発
効
）の
よ
う
な
多
国
間
条
約
に
も
含
ま
れ
て

い
る
が
、特
に
多
い
の
が
、二
国
間
投
資
協
定

（bilateral investm
ent treaty

：
Ｂ
Ｉ
Ｔ
）で
、

全
世
界
に
約
3
0
0
0
も
の
二
国
間
投
資
協

定
の
網
の
目
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。一

投
資
家
と
の
間
の
契
約
交
渉
で
は
仲
裁
合
意

認
め
ら
れ
に
く
い
う
え
に
、裁
判
権
免
除
や
国

家
行
為
理
論（A

ct of State D
octrine

）な
ど

の
法
理
が
障
害
に
な
っ
て
、本
案
の
判
断
を
得

る
こ
と
が
容
易
で
な
い
。受
入
国
に
お
け
る
裁

判
に
も
問
題
は
多
い
。裁
判
拒
否
の
お
そ
れ
が

あ
る
う
え
、司
法
権
の
独
立
が
十
分
で
な
い
国

が
多
い
か
ら
で
あ
る
。ま
た
、形
式
的
に
は
司

法
権
の
独
立
が
保
障
さ
れ
て
い
て
も
、自
国
が

被
告
と
な
る
裁
判
で
は
、中
立
性
の
あ
る
判
断

を
期
待
し
に
く
い
。さ
ら
に
、受
入
国
の
行
政

庁
が
法
律
に
従
っ
て
投
資
家
に
損
害
を
与
え

た
場
合
に
、投
資
家
が
法
律
自
体
の
効
力
を
争

お
う
と
し
て
も
、憲
法
や
国
際
法
に
照
ら
し
て

法
律
を
無
効
と
す
る
権
限
が
受
入
国
裁
判
所

に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。投
資
紛

争
の
解
決
方
法
と
し
て
仲
裁
が
好
ま
れ
る
の

は
、こ
の
よ
う
に
、代
替
的
な
方
法
が
満
足
の

い
く
解
決
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
く
な
い

か
ら
で
あ
る
。
図
表
1
は
、投
資
家
が
受
入
国

に
対
し
て
申
し
立
て
た
仲
裁
の
件
数
が
、20
年

ほ
ど
前
ま
で
は
皆
無
に
近
か
っ
た
の
に
対
し

て
、過
去
15
年
ほ
ど
の
間
に
急
増
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

仲
裁
合
意
の
所
在

Ⅲ仲
裁
は
当
事
者
の
合
意
に
基
づ
く
紛
争
解

決
手
段
で
あ
る
か
ら
、投
資
仲
裁
で
あ
っ
て

も
、商
事
仲
裁
と
同
様
に
、有
効
な
仲
裁
合
意

図表1　条約に基づく投資家・国家間の既知の紛争（1987年-2011年）

ICSID仲裁 ICSID以外の仲裁 累積件数

出典） UNCTAD, World Investment Report 2012 p. 87.
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3,500

が
多
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
に
仲
裁
を
申
し
立
て
る
場
合

に
は
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
が
投
資
紛
争
に
特
化
し
た

仲
裁
機
関
で
あ
る
た
め
、紛
争
に
係
る
投
資
財

産
が
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約
上
の
「
投
資
財
産

（investm
ent

）」（
25
条
1
項
）に
該
当
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ

条
約
は
投
資
財
産
の
定
義
を
置
い
て
い
な
い

の
で
、そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
仲
裁
判
断
は
分

か
れ
て
い
る
。仲
裁
に
は
当
事
者
の
合
意
が
必

須
で
あ
る
こ
と
が
定
義
を
置
か
な
か
っ
た
理

由
と
さ
れ
て
い
る
注3）
こ
と
に
鑑
み
、紛
争
の
対

象
が
投
資
財
産
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
紛
争
当

事
者
間
で
争
い
が
な
け
れ
ば
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条

約
上
の
投
資
財
産
に
も
該
当
す
る
と
の
解
釈

を
と
っ
た
仲
裁
判
断
が
あ
る
注4）
。こ
の
解
釈
に

よ
る
と
、投
資
条
約
中
の
仲
裁
付
託
条
項
に
依

拠
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲
裁
が
申
し
立
て
ら
れ

た
場
合
に
は
、そ
の
条
約
の
定
義
す
る
投
資
財

産
に
該
当
し
て
い
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
、広

範
な
定
義
を
採
用
し
て
い
る
条
約
が
多
い
の

で
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲
裁
へ
の
付
託
が
認
め
ら
れ

る
紛
争
の
範
囲
が
か
な
り
広
く
な
る
。他
方
、

そ
れ
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲
裁
の
濫
用
的
申
立

て
を
許
す
こ
と
に
な
る
懸
念
が
生
じ
、Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｉ
Ｄ
条
約
上
の「
投
資
財
産（investm

ent

）」

に
該
当
す
る
に
は
、実
質
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
、事
業
の
継
続
性
、リ
ス
ク
の
引
受
け
、受
入

国
の
経
済
発
展
へ
の
寄
与
と
い
っ
た
要
件
の

充
足
が
必
要
で
あ
る
と
説
示
し
た
仲
裁
判
断

の
種
類
の
仲
裁
を
列
挙
し
て
投
資
家
の
選
択

に
供
す
る「
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
形
式
」と
呼
ば
れ

る
仲
裁
付
託
条
項
を
置
く
も
の
が
多
い
注2）
。ア

ド
・
ホ
ッ
ク
仲
裁
の
件
数
は
正
確
に
把
握
で
き

な
い
が
、既
知
の
投
資
仲
裁
の
中
で
は
、図
表

1
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲

裁
の
比
率
が
高
い
。Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲
裁
の
特
徴

は
、手
続
が
仲
裁
地
の
法
や
裁
判
所
に
依
存
せ

ず
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲

裁
規
則
の
下
で
自
己
完
結
的
で
あ
る
点
と
、Ｉ

Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約
締
約
国
に
お
い
て
仲
裁
判
断

の
効
力
が
承
認
さ
れ
、そ
の
執
行
は
執
行
免
除

（im
m

unity from
 execution

）以
外
の
理
由

で
は
拒
絶
さ
れ
な
い（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約
54
条

1
項
、55
条
）点
に
あ
る
。

「
投
資
財
産

（investm
ent

）」の
定
義

Ⅴ投
資
条
約
の
中
の
仲
裁
付
託
条
項
は
、投
資

財
産（investm

ent

）に
関
し
て
発
生
し
た
紛

争
を
対
象
に
し
て
い
る
の
で
、そ
れ
に
依
拠
し

て
仲
裁
を
申
し
立
て
る
に
は
、当
該
紛
争
に
係

る
投
資
財
産
が
当
該
条
約
の
定
義
す
る
投
資

財
産
に
含
ま
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。投
資
財
産
の
定
義
は
、条
約
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、直
接
投
資
の
ほ
か
、証
券
投
資
、有
体

物
上
の
所
有
権
・
担
保
権
・
賃
借
権
、契
約
上
の

金
銭
・
非
金
銭
債
権
、免
許
、知
的
財
産
権
、営

業
秘
密
な
ど
を
包
摂
し
た
広
い
定
義
の
も
の

注2）	 e.g. 北米自由貿易協定1120条、エネルギー憲章条約26条4項、東南アジア諸国連合（ASEAN）包括的投資協定（Comprehensive Investment 
Agreement、2012年発効）33条1項。

注3）	 ICSID条約に関する世界銀行理事会報告書（Report of the Executive Directors of the International Bank for Reconstruction and Development on 
the Convention on the Settlement of Investment Disputes between States and Nationals of Other States）（1965年） para. 27.

注4）	 e.g. Malaysian Historical Salvors v. Malaysia（ICSID Case No. ARB/05/10）（2009年4月16日特別委員会取消手続判断） paras. 56-79.
注5）	 e.g. Salini Costruttori and Italstrade v. Morocco（ICSID Case No. ARB/00/4）（2001年7月23日管轄判断） 42（2003） ILM 609, para. 52. この仲

裁判断にちなんで、これらの要件はSaliniテストと呼ばれることが多い。
注6）	 双方の要件を累積的に課す例に、スイス・中国間の二国間投資協定（2010年発効）1条2項b号がある。
注7）	 これが許容される範囲については争いがあり、次号にて取り上げる予定である。
注8）	 Saluka Investments B.V. v. Czech Republic（UNCITRAL仲裁規則仲裁）（2006年3月17日本案判断）.

Settlem
ent of Investm

ent D
isputes

：
Ｉ

Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
）の
利
用
可
能
性
も
あ
る
。Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｉ
Ｄ
は
、「
国
家
と
他
の
国
家
の
国
民
と
の
間

の
投
資
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
条
約（
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｉ
Ｄ
条
約
）（C

on
v

en
tion

 on
 th

e 

Settlem
ent of Investm

ent D
isputes 

betw
een States and N

ationals of O
ther 

States

）」に
よ
り
設
立
さ
れ
た
世
界
銀
行
グ

ル
ー
プ
の
機
関
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約

は
、1
9
6
6
年
に
発
効
し
、日
本
を
含
め
て

1
4
0
か
国
以
上
が
締
約
国
と
な
っ
て
い
る
。

主
要
国
の
中
で
は
、ロ
シ
ア
、ブ
ラ
ジ
ル
、イ
ン

ド
、カ
ナ
ダ
、メ
キ
シ
コ
な
ど
の
国
々
が
締
約

国
と
な
っ
て
い
な
い
（
2
0
1
3
年
2
月
現

在
）。Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲
裁
は
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約

お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲
裁
規
則（IC

SID
 

A
rbitration Rules

）に
従
っ
て
行
わ
れ
、投

資
家
の
母
国
と
投
資
受
入
国
の
双
方
が
締
約

国
で
あ
る
場
合
に
の
み
利
用
で
き
る
。一
方
の

み
が
締
約
国
で
あ
る
場
合
に
は
、追
加
制
度
仲

裁
規
則（A

rbitration 

（A
dditional 

Facility

）Rules

）と
い
う
別
の
仲
裁
規
則
に

従
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
事
務
局
の
管
理
下
で
行

わ
れ
る
仲
裁
が
利
用
で
き
、Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
仲

裁
付
託
条
項
に
依
拠
し
て
ア
メ
リ
カ
の
投
資

家
が
カ
ナ
ダ
や
メ
キ
シ
コ
に
対
し
て
仲
裁
を

申
し
立
て
る
場
合
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ど
の
種
類
の
仲
裁
に
紛
争
を
付
託
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
は
、依
拠
し
よ
う
と
す
る
仲
裁

合
意
の
定
め
に
よ
る
。投
資
条
約
に
は
、複
数

を
拒
否
す
る
力
を
持
つ
国
家
も
、外
資
導
入
を

促
進
す
る
目
的
で
締
結
す
る
投
資
条
約
の
対

国
家
交
渉
に
お
い
て
は
、仲
裁
付
託
条
項
に
同

意
す
る
こ
と
が
多
い
。投
資
条
約
に
含
ま
れ
る

仲
裁
付
託
条
項
は
、締
約
国
が
他
の
締
約
国
を

母
国
と
す
る
投
資
家
に
よ
る
仲
裁
付
託
に
同

意
す
る
条
項
で
あ
る
か
ら
、投
資
受
入
国
の
国

内
法
令
に
含
ま
れ
る
仲
裁
付
託
条
項
と
同
様
、

契
約
法
上
は
申
込
み
に
す
ぎ
ず
、投
資
家
が
そ

れ
に
依
拠
し
て
仲
裁
付
託
す
る
と
承
諾
が
な

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、仲
裁
合
意
と
し
て
完
結

す
る
。
図
表
2
は
、1
9
9
0
年
代
に
二
国
間

投
資
協
定
が
急
増
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

図
表
1
で
見
た
と
お
り
、そ
の
後
を
追
う
か
の

よ
う
に
、投
資
仲
裁
の
件
数
が
急
増
し
た
。

投
資
仲
裁
の
種
類

Ⅳ投
資
仲
裁
は
、商
事
仲
裁
と
同
様
、Ｕ
Ｎ
Ｃ

Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
仲
裁
規
則
な
ど
に
依
拠
す
る
ア

ド
・
ホ
ッ
ク
仲
裁
と
機
関
仲
裁
と
に
分
類
で
き

る
。仲
裁
機
関
と
し
て
は
、や
は
り
商
事
仲
裁

と
同
様
、国
際
商
業
会
議
所（International 

Cham
ber of Com

m
erce

：
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）、ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
商
業
会
議
所（Stockholm

 

Cham
ber of Com

m
erce

：
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）な
ど

が
利
用
で
き
る
が
、商
事
仲
裁
と
異
な
り
、投

資
仲
裁
に
特
化
し
た
投
資
紛
争
解
決
国
際
セ

ン
タ
ー
（International C

entre for 

図表2　二国間投資協定および他の投資条約の動向（1980年-2011年）

も
あ
る
注5）
。投

資
家（investor

）の

国
籍

Ⅵ投
資
条
約
の
中
の
仲
裁
付
託
条
項
は
、締
約

国
が
他
の
締
約
国
を
母
国
と
す
る
投
資
家
に

よ
る
仲
裁
付
託
に
同
意
す
る
条
項
で
あ
る
か

ら
、投
資
家
の
国
籍
が
重
要
と
な
る
。国
籍
の

決
定
基
準
は
、投
資
条
約
の
定
め
に
よ
る
こ
と

に
な
り
、そ
の
内
容
は
一
様
で
は
な
い
が
、最

も
重
要
な
差
異
は
、法
人
投
資
家
に
つ
い
て
、

そ
の
設
立
だ
け
で
な
く
、本
拠
の
所
在
も
国
籍

の
要
件
と
す
る
か
注6）
ど
う
か
で
あ
る
。設
立
国

に
本
拠
の
所
在
を
要
件
と
す
る
こ
と
な
く
国

籍
を
認
め
る
投
資
条
約
は
多
く
、「
条
約
漁
り

（treaty shopping

）」を
誘
発
す
る
注7）
。オ
ラ

ン
ダ
は
、法
人
投
資
家
の
国
籍
を
設
立
の
み
で

認
め
る
だ
け
で
な
く
、投
資
家
に
有
利
な
リ
ベ

ラ
ル
な
内
容
の
二
国
間
投
資
協
定
を
数
多
く

締
結
し
て
い
る
の
で
、オ
ラ
ン
ダ
Ｂ
Ｖ

（besloten venootschap

：
有
限
責
任
会
社
）

を
申
立
人
と
す
る
国
際
投
資
仲
裁
の
数
は
多

い
。例
え
ば
、こ
れ
ま
で
に
日
本
企
業
が
関
与

し
た
唯
一
の
投
資
仲
裁
事
案
と
し
て
知
ら
れ

る
事
件
注8）
は
、日
本
企
業
の
オ
ラ
ン
ダ
子
会
社

が
、オ
ラ
ン
ダ
・
チ
ェ
コ
間
の
二
国
間
投
資
協

定
の
仲
裁
付
託
条
項
に
依
拠
し
て
、チ
ェ
コ
に

対
し
て
仲
裁
を
申
し
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

二国間投資協定 その他の投資条約 投資条約の累積数

出典） UNCTAD, World Investment Report 2012 p. 84.
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請
求
原
因

Ⅶ投
資
仲
裁
の
本
案
に
お
け
る
請
求
原
因
に

は
、契
約
違
反
お
よ
び
投
資
条
約
な
ど
の
国
際

法
違
反
が
あ
る
。同
一
事
件
で
、そ
の
双
方
が

請
求
原
因
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

契
約
違
反
は
、投
資
家
と
投
資
受
入
国
の
間

に
契
約
関
係
が
あ
る
場
合
に
、当
該
契
約
の
準

拠
法
の
下
で
認
め
ら
れ
る
請
求
原
因
で
あ
る
。

準
拠
法
は
、投
資
家
と
受
入
国
の
力
関
係
か

ら
、受
入
国
法
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

そ
の
内
容
が
契
約
締
結
後
に
受
入
国
に
よ
っ

て
都
合
の
良
い
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
投
資
家

が
不
利
益
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、準
拠

法
の
内
容
を
契
約
時
に
固
定
し
よ
う
と
す
る

「
安
定
化
条
項（stabilization clause

）」と
呼

ば
れ
る
条
項
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
ど
の
よ
う
な
法
的
効
果
が
認
め
ら
れ

る
か
は
確
立
し
て
い
な
い
。

投
資
条
約
は
、仲
裁
付
託
条
項
の
よ
う
な
紛

争
解
決
条
項
だ
け
で
は
な
く
、投
資
保
護
の
実

体
規
定
を
含
ん
で
い
る
。典
型
的
に
は
、収
用

の
場
合
の
迅
速
・
十
分
・
実
効
的
な（prom

pt, 

adequate and effective

）補
償
、公
正
衡
平

待
遇（fair and equitable treatm

ent

）、第

三
者
の
加
害
行
為
か
ら
の
十
分
な［
不
断
の
］

保
護
お
よ
び
保
障（full 

［constant

］ 

protection and security

）、内
国
民
待
遇

（national treatm
ent

）、最
恵
国
待
遇（m

ost-

favored-nation treatm
ent

）が
定
め
ら
れ
て

い
る
。こ
れ
ら
の
規
定
の
詳
細
は
条
約
ご
と
に

異
な
る
が
、こ
の
よ
う
な
実
体
規
定
の
違
反
が

請
求
原
因
と
な
る
。投
資
家
の
請
求
が
認
め
ら

れ
た
仲
裁
事
例
に
お
い
て
最
も
多
く
請
求
原

因
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、公
正
衡
平
待
遇
違
反

で
あ
る
。収
用
は
、今
日
で
は
、所
有
権
・
占
有

権
の
剥
奪（
直
接
収
用
）の
事
例
は
少
な
く

な
っ
た
が
、受
入
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
直

接
収
用
と
実
質
的
に
同
等
の
効
果
を
持
つ「
間

接
収
用（indirect expropriation

）」に
該
当

し
て
補
償
が
必
要
と
な
る
か
、そ
れ
と
も
補
償

を
要
し
な
い
規
制
で
あ
る
か
が
争
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
。仲

裁
合
意
の
範
囲
・
競
合

Ⅷ商
事
仲
裁
と
同
様
、投
資
仲
裁
で
も
、仲
裁

廷
の
判
断
権
は
仲
裁
合
意
の
範
囲
に
入
る
紛

争
に
限
定
さ
れ
る
。投
資
条
約
の
中
の
仲
裁
付

託
条
項
の
文
言
は
一
様
で
は
な
い
。

「
本
件
投
資
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
紛
争
」を

対
象
と
し
て
い
れ
ば
、投
資
条
約
違
反
だ
け
で

な
く
、投
資
契
約
違
反
を
原
因
と
す
る
請
求
に

も
仲
裁
廷
の
判
断
権
が
及
ぶ
注9）
。こ
れ
に
対
し

て
、投
資
条
約
上
の
特
定
の
紛
争
に
範
囲
を
限

定
す
る
仲
裁
付
託
条
項
も
あ
る
。例
え
ば
、日

中
投
資
保
護
協
定（
1
9
8
9
年
発
効
）の
仲

裁
付
託
条
項
は
、収
用
の
補
償
額
に
関
す
る
紛

あ
り
、国
家
裁
判
所
に
よ
る
仲
裁
判
断
の
取
消

し
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、そ
の
代
わ
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
運
営
理
事
会（A

dm
inistrative 

Council

）の
議
長（Chairm

an

）に
よ
っ
て
Ｉ

Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲
裁
人
名
簿
か
ら
任
命
さ
れ
る
3

人
の
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
特
別
委
員
会

（ad hoc com
m

ittee

）に
よ
っ
て
取
り
消
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約
52
条

3
項
）。取
消
事
由
は
、（a）
仲
裁
廷
が
正
当
に
構

成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、（b）
仲
裁
廷
が
明
ら
か

に
そ
の
権
限
を
越
え
て
い
る
こ
と
、（c）
仲
裁
廷

の
構
成
員
に
腐
敗
が
あ
っ
た
こ
と
、（d）
手
続
の

基
本
原
則
か
ら
の
重
大
な
離
反
が
あ
っ
た
こ

と
、（e）
仲
裁
判
断
に
お
い
て
、そ
の
判
断
の
基

礎
と
な
っ
た
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
り（
同
条
1
項
）、そ
の
う
ち
援
用
さ
れ

る
機
会
が
特
に
多
い
の
は
、（b） 

（d） 

（e）
で
あ

る
注17）
。仲
裁
廷
が
準
拠
法
の
選
択
を
誤
っ
た
場

合
に
は

（b）
に
該
当
す
る
と
の
解
釈
が
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、準
拠
法
の
適
用
を
甚

だ
し
く
誤
っ
た
場
合
に
、選
択
を
誤
っ
た
場
合

と
事
実
上
同
視
で
き
る
か
に
つ
い
て
仲
裁
判

断
が
分
か
れ
て
い
る
注18）
。

仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行

Ⅸ仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
は
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ

仲
裁
以
外
の
投
資
仲
裁
の
場
合
は
、商
事
仲
裁

と
同
様
、各
国
の
仲
裁
法
に
よ
る
こ
と
に
な

も
、投
資
家
の
母
国
と
受
入
国
と
の
間
の
投
資

条
約
に
含
ま
れ
て
い
る
選
択
条
項
は
回
避
で

き
な
い
注15）
。

投
資
家
は
、受
入
国
と
の
間
で
紛
争
が
生
じ

た
場
合
、い
き
な
り
国
際
投
資
仲
裁
を
申
し
立

て
る
こ
と
は
せ
ず
、受
入
国
の
裁
判
で
救
済
を

求
め
る
こ
と
が
多
い
。そ
れ
で
は
埒
が
明
か
な

い
場
合
に
国
際
仲
裁
の
申
立
て
を
し
よ
う
と

す
る
と
、そ
れ
が
選
択
条
項
に
よ
っ
て
封
じ
ら

れ
る
な
ら
ば
、せ
っ
か
く
投
資
家
の
母
国
が
受

入
国
と
の
間
で
投
資
条
約
を
締
結
し
た
こ
と

が
無
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。し
か
し
、選
択

条
項
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
請
求
は
、先
の
手

続
に
お
け
る
請
求
と
法
的
に
同
一
の
請
求
原

因
で
あ
る
も
の
に
限
ら
れ
る
か
ら
、受
入
国
の

裁
判
に
お
け
る
請
求
が
契
約
違
反
を
原
因
と

し
て
い
れ
ば
、国
際
仲
裁
に
お
い
て
条
約
違
反

の
請
求
を
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
注16）
。

仲
裁
判
断
の
取
消
し
の

可
否
・
要
件

ⅩＩ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲
裁
以
外
の
投
資
仲
裁
の
場

合
は
、商
事
仲
裁
と
同
様
、仲
裁
判
断
の
取
消

し
の
可
否
や
要
件
は
、各
国
の
仲
裁
法
に
よ
る

こ
と
に
な
り
、仲
裁
地
裁
判
所
に
よ
る
取
消
し

の
可
能
性
が
あ
る（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
モ
デ

ル
仲
裁
法
1
条
2
項
お
よ
び
34
条
、日
本
の
仲

裁
法
3
条
1
項
お
よ
び
44
条
参
照
）。こ
れ
に

対
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲
裁
は
自
己
完
結
的
で

注9）	 e.g. SGS Société Generale de Surveillance v. Philippines（ICSID Case No. 
ARB/02/6）（2004年1月29日管轄判断） para. 131参照。SGS Société 
Générale de Surveillance v. Pakistan（ICSID Case No. ARB/01/13）（2003年
8月6日管轄判断） para. 161は反対に解したが、学説の批判が強い（e.g. Pierre 
Mayer “Contract claims et clauses juridictionnelles des traités relatifs à la 
protection des investissements” Journal du droit international, n° 1, 2009, p. 
71, para. 13）。

注10）	e.g. UK model BIT（2005年）第8条代替案。
注11）	e.g. SGS v. Philippines, supra  note 9, para. 128同旨。
注12）	SGS v. Pakistan, supra  note 9, para. 167は、些細な契約違反を原因として濫

用的な投資仲裁申立てがなされることを警戒し、SGS v. Philippines, id.とは反
対の解釈をとっている。

注13）	SGS v. Philippines, supra  note 9, para. 141.
注14）	e.g. Christoph Schreuer, “Investment Treaty Arbitration and Jurisdiction over 

Contract Claims – the Vivendi I Case Considered” in Todd Weiler（ed.） 
International Investment Law and Arbitration: Leading Cases from the ICSID, 
NAFTA, Bilateral Treaties and Customary International Law（2005） 281, 
294.

注15）	Emilio Agustín Maffezini v. Spain（ICSID Case No. ARB/97/7）（2000年1月
25日管轄判断）para. 63（傍論）。最恵国待遇条項の射程を実体規定だけでなく紛
争解決条項にまで及ぼすことの妥当性については、他の紛争解決条項との関係
でも問題となっている。

注16）	Enron Corporation and Ponderosa Assets v. Argentina（ICSID Case No. 
ARB/01/3）（2004年1月14日管轄判断） para. 97; CMS Gas Transmission 
Company v. Argentina（ICSID Case No. ARB/01/8）（2003年7月17日管轄判
断） para. 80参照。

注17）	ICSID, “Background Paper on Annulment For the Administrative Council of 
ICSID”（2012） p. 41.

注18）	肯定例にHussein Nuaman Soufraki v. United Arab Emirates（ICSID Case No. 
ARB/02/7）（2007年6月5日特別委員会取消手続判断）などがあり、否定例に
CMS v. Argentina, supra  note 16,（2007年9月25日特別委員会取消手続判断） 
para. 50などがある。

争
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る（
11
条
2
項
）の

で
、仮
に
、中
国
の
反
日
デ
モ
の
際
に
起
こ
っ

た
日
本
企
業
の
投
資
財
産
に
対
す
る
民
間
人

に
よ
る
加
害
行
為
に
関
し
て
、同
協
定
中
の

「
不
断
の
保
護
お
よ
び
保
障
」条
項（
5
条
1

項
）の
違
反
が
中
国
に
認
め
ら
れ
る
と
し
て

も
、日
本
企
業
は
同
協
定
を
利
用
し
て
仲
裁
を

申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

仲
裁
付
託
条
項
の
対
象
が
投
資
条
約
違
反

に
関
す
る
紛
争
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
注10）
、

投
資
契
約
違
反
を
原
因
と
す
る
請
求
に
は
、仲

裁
廷
の
判
断
権
は
及
ば
な
い
。し
か
し
、い
わ

ゆ
る「
ア
ン
ブ
レ
ラ
条
項
」が
投
資
条
約
に
含

ま
れ
て
い
れ
ば
そ
の
例
外
と
な
り
得
る
。ア
ン

ブ
レ
ラ（
傘
）条
項
と
は
、投
資
条
約
の
締
約
国

が
そ
の
義
務
を
遵
守
す
る
こ
と
を
約
し
た
条

項
で
、義
務
遵
守
条
項
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

る
。ア
ン
ブ
レ
ラ
条
項
の
傘
下
に
─
─
す
な
わ

ち「
義
務
」の
中
に
─
─
投
資
契
約
上
の
義
務

が
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
れ
ば
、投
資
契
約
の
違

反
は
、ア
ン
ブ
レ
ラ
条
項
の
違
反
と
も
な
り
、

す
な
わ
ち
投
資
条
約
の
実
体
規
定
の
違
反
と

な
る
注11）
。こ
の
解
釈
を
採
れ
ば
注12）
、仲
裁
付
託
条

項
の
対
象
が「
投
資
条
約
違
反
に
関
す
る
紛

争
」に
限
定
さ
れ
て
い
て
も
、投
資
契
約
違
反
を

原
因
と
す
る
請
求
に
仲
裁
廷
の
判
断
権
が
及

ぶ
こ
と
に
な
る
。ア
ン
ブ
レ
ラ
条
項
の
解
釈
に

は
争
点
が
多
く
、そ
の
具
体
的
文
言
が
条
約
間

で
異
な
る
こ
と
も
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
。

投
資
契
約
違
反
を
原
因
と
す
る
紛
争
が
投

資
条
約
中
の
仲
裁
付
託
条
項
の
射
程
に
含
ま

れ
る
場
合
で
、投
資
契
約
中
に
も
紛
争
解
決
条

項（
裁
判
管
轄
合
意
や
仲
裁
合
意
）が
あ
る
と

き
に
は
、両
者
の
競
合
を
ど
う
解
決
す
べ
き
か

が
問
題
と
な
る
。こ
の
点
、投
資
契
約
中
の
紛

争
解
決
条
項
は
、当
該
契
約
に
関
す
る
紛
争
の

み
を
対
象
に
し
て
お
り
、投
資
条
約
中
の
仲
裁

付
託
条
項
よ
り
も
特
定
性
が
強
く
、そ
れ
に
優

先
す
る
と
し
た
仲
裁
判
断
が
あ
る
注13）
。こ
れ
に

対
し
て
、投
資
条
項
中
の
仲
裁
付
託
条
項
は
、

投
資
家
が
受
諾
し
な
け
れ
ば
完
結
せ
ず
、そ
の

時
点
で
具
体
化
し
て
い
る
紛
争
を
対
象
と
し

た
仲
裁
合
意
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

投
資
契
約
中
の
紛
争
解
決
合
意
よ
り
も
特
定

性
が
強
い
と
し
て
、反
対
の
結
論
を
と
る
説
が

あ
る
注14）
。

選
択（fo

rk-in-the-
road

）条
項

Ⅸ投
資
条
約
に
は
、仲
裁
付
託
条
項
に
基
づ
く

仲
裁
ま
た
は
投
資
受
入
国
に
お
け
る
裁
判
の

い
ず
れ
か
の
手
続
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、そ
の
後

は
、他
方
の
手
続
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨

を
定
め
る「
選
択（fork-in-the-road

）条
項
」

と
呼
ば
れ
る
条
項
を
含
む
も
の
が
あ
る
。投
資

家
の
母
国
と
投
資
受
入
国
と
の
間
の
投
資
条

約
に
最
恵
国
待
遇
条
項
が
入
っ
て
お
り
、受
入

国
が
第
三
国
と
締
結
し
た
投
資
条
約
の
中
に

選
択
条
項
が
入
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
て

り
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約（
外
国
仲
裁
判
断
の

承
認
お
よ
び
執
行
に
関
す
る
条
約
）締
約
国
で

は
、そ
の
適
用
が
あ
る
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約

は
、承
認
・
執
行
の
拒
絶
事
由
を
限
定
列
挙
し

て
い
る（
5
条
）。こ
れ
に
対
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ

Ｄ
仲
裁
の
仲
裁
判
断
は
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約
締

約
国
に
お
い
て
、そ
の
効
力
が
承
認
さ
れ
る
と

と
も
に
、執
行
免
除
以
外
の
理
由
で
は
執
行
拒

絶
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る（
上
述
）の

で
、他
の
仲
裁
判
断
以
上
に
通
用
力
が
あ
る
。

し
か
し
、実
際
に
は
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲
裁
判
断

不
履
行
の
例
は
あ
り
、特
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

不
遵
守
の
姿
勢
が
有
名
で
あ
る
。仲
裁
判
断
で

敗
れ
た
被
申
立
国
が
判
断
に
従
わ
な
い
場
合
、

他
国
に
お
け
る
執
行
は
、執
行
免
除
原
則
に
阻

ま
れ
る
な
ど
し
て
現
実
に
は
容
易
で
な
い
。仲

裁
判
断
に
よ
っ
て
確
定
し
た
債
権
を
投
資
家

（
申
立
人
）が
や
む
な
く
第
三
者
に
割
引
譲
渡
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日本の経常収支の
黒字は貿易収支の
黒字が支えてきた

平成17年度に貿易
収支と所得収支の
黒字が逆転した

リーマンショック
によって、

輸出が落ち込んだ

東日本大震災で
貿易収支が
マイナスに

て
い
る
の
は
、所
得
収
支
で
あ
り（
図
表
3
）、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
投
資
収
益
で
あ
る
。
日
本

は
、自
ら
が
貿
易
大
国
か
ら
投
資
立
国
に
変
貌

し
た
こ
と
を
自
覚
し
、対
外
投
資
の
保
護
に
つ

し
た
事
例
も
あ
る
注19）
。ア
メ
リ
カ
は
、ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
仲
裁
判
断
不
遵
守
に
対

す
る
制
裁
と
し
て
、2
0
1
2
年
3
月
に
一
般

特
恵
関
税
制
度（Generalized System

 of 

Preference

）の
対
象
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を

外
す
決
定
を
し
た
。な
お
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約

は
、仲
裁
合
意
成
立
後
の
外
交
的
保
護
権
の
行

使
を
禁
じ
て
い
る
が
、仲
裁
判
断
不
履
行
の
場

合
に
は
そ
の
例
外
を
認
め
て
い
る（
27
条
）。

日
本
に
と
っ
て
の
対
外

投
資
保
護
の
重
要
性

欧
州
諸
国
や
中
国
・
韓
国
な
ど
は
二
国
間
投

資
協
定
を
1
0
0
件
前
後
締
結
し
て
い
る
が
、

日
本
の
投
資
条
約
の
締
結
数
は
、経
済
連
携
協

定
の
投
資
章
を
含
め
て
も
30
件
弱
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、海
外
投
資
を
計
画
し
て

い
る
日
本
企
業
に
対
し
て
、投
資
条
約
を
多
数

締
結
し
て
い
る
国
に
子
会
社
を
設
立
し
、そ
の

子
会
社
を
経
由
し
た
投
資
を
検
討
す
る
よ
う

助
言
し
て
い
る
法
律
事
務
所
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
。し
か
し
、丸
腰
で
海
外
に
進
出
し
、投
資

条
約
の
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
状
態
に
置
か
れ

て
い
る
、い
わ
ゆ
る「
投
資
孤
児（investm

ent 

orphan

）」も
多
い
は
ず
で
あ
る
。

日
本
は
過
去
数
十
年
の
間
、貿
易
黒
字
の
大

き
さ
を
誇
っ
て
い
た
が
、2
0
1
1
年
に
貿
易

赤
字
に
転
落
し
、2
0
1
2
年
は
赤
字
が
一
層

拡
大
し
た
。近
年
、経
常
収
支
の
黒
字
を
支
え

図表3　経常収支の推移

注19）	CMS v. Argentina, supra  note 16（2005年5月12日本案判断）の仲裁判断は、アルゼンチンにより履行されなかったため、CMSはその債権を第三者
（Blue Ridge Investments）に譲渡した（ニューヨーク州南部連邦地方裁判所判決Blue Ridge Investments v. The Republic of Argentina（2012年9月
30日、2012 WL 4714819）参照）。

い
て
一
層
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
入
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

出典） 財務省「ファイナンス」2012年8月号13頁。

（単位：兆円）


